
■講 師：高室成幸 氏 
■日 時：令和１年12 月2 日（月） 

13：30～16：30（受付13：10） 

■会 場: 神奈川県民ホール  

６階大会議室 

 

 

 

 

 

■定 員：１００名（先着順） 

■対象者：介護支援専門員  

■参加費：県協会会員：2,000 円  

        一  般   ：5,000 円 

 

 

 

   

 

主催一般社団法人神奈川県介護支援専門員協会ケアマネジメント向上研修部会 

 

支援困難ケースへのアプローチ方法 

＝ 悩まない・抱え込まない解決へのアプローチ＝ 

 

   

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

＜ケアマネジメント向上研修申込書＞ FAX 045-671-0287 

※下記に必要事項をご記入の上、FAX でお申込ください。 

 

〒231-0023 横浜市中区山下町２３番地 日土地山下町ビル９階 ＴＥＬ 045-671-0284 ＦＡＸ 045-671-0287 

一般社団法人神奈川県介護支援専門員協会事務局 ※ご受講できなくなった場合はご連絡下さい。研修当日連絡 080-2382-0112  

 

申 込 日      令和  年   月   日 

ﾌ  ﾘ  ｶﾞ  ﾅ

氏  名 

      

 

年   月   日 

区  分 
 
□会 員 

 （会員ＮＯ．         ） 

 
□当日入会 

（入会金・年会費を当日お支払い下さい。） 

□一般 

事業所名 
 

事業所連絡先 手 lTTEL  FAX 

※研修会１週間前までに受付票をＦＡＸします 

※この研修をどちらでお知りになりましたか？ 

□本会ＨＰ □研修会 □地域連絡会 □紹介 

 

 

日本福祉大学社会福祉学部卒 

日本福祉大学地域ケアセンター 

研究推進センター客員研究員 

「あたらしい福祉の人材育成」と「地域包括

ケアシステムの構築」をめざして全国で講

演、執筆、アドバイザーとして活躍を続けて

いる。ケアマネジャー、地域包括支援センタ

ー、社会福祉協議会などの人材育成で「わか

りやすく元気が湧いてくる講師」として高い

評価を得ている。 

ケアタウン総合研究所 所長 

 

「キーパーソンがいない」「認知症となり地域から拒否されている」

「生活費がなくて食事もままならない」「拒否的態度で関係がつく

れない」「息子が虐待をしているようだが、認めない」「制度や介護

保険で対応できない無茶を言われる」・・・ 

支援者側が最善の策と提示しても、本人がかたくなに拒否をす

る。精神疾患や知的障害等から理解してもらえない。後見人を立

てようにも親族との縁が切れている。多くのケースは複数の問題

（精神疾患、経済苦、虐待、権利侵害、孤立）を抱えており、ケア

マネジャーや地域包括支援センターは地域との「板挟み」になっ

ている例も増えています。「支援困難ケース」とは何か？そうなる

要因ときっかけはどこにあるのか？どのような対応がよいのか？

介護スタイルで特徴はないのか？具体的な事例も取り上げ、支

援困難ケースへの対応の手法を学びます。

 

☆    ☆ 2019 年度入会キャンペーン☆                               

研修会場で本会会員ご入会された方は、特典と

して当日研修参加費が無料になります。大変お

得な機会をご利用下さい。 

 

（横浜市中区山下町３−１） 

当日、会場で

書籍の販売を

いたします。 
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本
年
度
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研
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を
ご
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い
。
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体
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目
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表
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ん
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